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Q13 DTトキソイド接種の２期あるいは成人にジフテリアトキソイドを接種する場合の取り

扱いについて教えてください。

年長児及び成人におけるジフテリアトキソイドの副反応を軽減するために成人用沈降ジフテリアト

キソイドを使用しますが，２期の接種にはDTトキソイドを使用します。この場合のDTトキソイドの接種

量は0.1mLです。

　成人用沈降ジフテリアトキソイドの単独接種は，10歳以上の初回免疫に対して，１回0.5mLずつ３～８

週の間隔で２回行い，その後12～18カ月に追加接種を１回行います。沈降破傷風トキソイドと併せて別個

に実施すれば両者に対する免疫が確保できますが，成人用沈降ジフテリアトキソイドは需要が少なく入手困

難な場合があるので，市町村予防接種担当者や製造メーカー（販売会社等）に事前の問い合わせが必要です。

接種する際には任意接種の扱いになります。

A

Q12 DTトキソイド接種の２期で接種量を0.1mLに減量する理由について教えてください。

10歳以上の人にジフテリアトキソイドを接種すると，ときに激しい局所反応や全身反応を起こす

ことがあります。これはジフテリアトキソイドに含まれる菌体成分などによるアレルギー反応で，年長にな

るほど強く現れます。このため，２期のDTトキソイドは0.1mLに減量します。被接種者がジフテリアトキ

ソイドに対して反応があるかどうかを調べる試験としてモロニー反応があります。ジフテリアトキソイドを

生理食塩水で50倍に希釈した上で0.1mLを皮内に接種し，24時間後に発赤を確認します。10mm以上が陽

性でトキソイドに対するアレルギーがあると判断し，ジフテリアトキソイドは接種しません。ただし，この

試験は最近ではほとんど行われていません。

A

Q11 DTトキソイドの使い方を教えてください。

明らかに百日咳に罹患した人（百日咳の臨床診断は難しい場合が多く，検査室診断で確認されてい

ない場合は，明らかに罹患したと考えない方が良いでしょう）や，DPTワクチン接種の基礎免疫に続く２

期としてジフテリア，破傷風の免疫を与えるために用いられます。２期の接種量は0.1mLであることに注

意が必要です。

　なお，これまで１期の接種にDTトキソイドを使用した場合は，任意接種の扱いでしたが，平成20年（2008）

3月21日の定期（一類疾病）の予防接種実施要領の改正で，平成20年（2008）４月1日以降は定期接種と

して１期にDTトキソイドを選択することも可能となりました。
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